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毎朝 8 時になりますと「いのちの朝ごはん」の食卓に、お腹を空かせた育ち盛りの娘たちが集まりま

す。  おかあちゃんは、銘形先生からお預かりした「いのちのメッセージ」をせっせと刻んで、 

朝ごはんの用意をします。  それは、ミルクであったり、離乳食であったり、歯ごたえのしっかりし

たお肉であったりします。  そして時々、お題のついた空っぽのお弁当箱を持たせて、 

いってらっしゃーい!!をします。おかあちゃんの出すお題は、とてもシンプルなことばです。 

たとえば、「救いってなあに」とか、「神様のご計画ってなあに」とか、「永遠のいのちってなあに」と

か ・・。わたしはこう思うとか、こんな風に聞いた、ではなくて、まず、みことばでは、どのように

 הַמָּשִׁיחַ 
「 キリストってなあに 」 

 

ハッマーシーアッハ 
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書かれているのか、そして、原語ではどうなっているのかを、自分で探し求めてみましょうと、 

ヘブル語も未熟で、ヘブルミドラーシュの基本も知らない娘たちを促します。  

荒野にポーンと放り出されるようなものです。それからは、もう大変です。 開いたことのない聖書箇

所を引っ張り出したり、時間があれば、みことばをにらめっこする生活が始まりました。  

空のお弁当箱を抱えながら、娘たちは一生懸命、聖書の中に分け入って宝物さがしを始めます。 

そして自分なりに、お題の答えを詰めて戻ってきます。 

次の朝に答え合わせをする時もあれば、しばらく時間をかける時もあります。 ヘブル語大辞典を持っ

ている子もいますが、調べる資料も乏しく、ヘブル語も習得中です。 気になることばは、 

共有ラインで出し合いフォローアップをしながら、みんなで、答えに導かれることもあります。  

先日は、デザートに新約聖書は時系列ではないという問いかけで、あっという間に、三女が新約聖書を

時系列に、末娘が旧約聖書をユダヤ人の並べ方で、並べ直してくれました。 
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●三女（加藤弘美姉）の調べた時系列の新約聖書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マタイ   AD37ー40 

ヤコブ   AD50 

ガラテヤ  AD54 

テサロニケ  AD54 

テサロニケⅡ   AD54 

コリント I      AD59 

コリント II     AD60 

ローマ   AD60 

ルカ    AD60 

 

エペソ   AD64 

ピリピ   AD64 

コロサイ  AD64 

ピレモン  AD64 

ペテロ I    AD 64 

テトス   AD65 

テモテ   AD65 

テモテ II    AD67 

ヘブル書  AD67 

使徒    AD67-68 

 

マルコ   AD67～70 

（パウロの死後） 

ユダ    AD69 

ペテロ II    AD69～70 

ヨハネによる福音書 AD90 

黙示録   AD90 

ヨハネ I     AD90～95 

ヨハネ II    AD90～95 

ヨハネⅢ     AD90～95 
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●末娘（山田恵実姉）が並べた旧約聖書 

※モーセ五書、トーラー 

 תורה 

創世記 

出エジプト記 

レビ記 

民数記 

申命記 

 

 

 

 

 

 

 

※預言書(後)  

אחרנים  נביאים   
イザヤ書 

エレミヤ書 

エゼキエル書 

ホセア書 

ヨエル書 

アモス書 

オバデヤ書 

ヨナ書 

ミカ書 

ナホム書 

ハバクク書 

ゼパニヤ書 

ハガイ書 

ゼカリヤ書 

マラキ書 

 

※預言者(前) 

ראשונים נביאים    
ヨシュア記 

士師記 

I サムエル記 

II サムエル記 

I 列王記 

II 列王記 
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エズラ記 

ネヘミヤ記 

I 歴代誌 

II 歴代誌 

 

※諸書 

 כתובים 

詩篇 

箴言 

ヨブ記 

雅歌 

ルツ記 

哀歌 

伝道の書 

エステル記 

ダニエル記 

これで、聖書が読みやすくな

ったと思います。 
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さて、今回のお題は、一か月以上、持ち越しています。 

「キリストってなあに」と聞かれたら、何と答えますか? 聞かれて困る問いかけです。 

皆さんなら何と答えますか。  

パウロはイェシュアを「キリスト」だと聖書で論証したので、 

ユダヤ人から反感を買い、それは殺意へと発展し、ついには殉教してしまいます。 

私たちは、イェシュアが「キリスト」と言われたら「そうなんだぁ」と受け入れますが、 

ユダヤ人にとってはそうはいきません。 

彼らにとって「キリスト」とは何なのでしょう。 

「キリストってなあに」と聞かれたら、 

何と答えますか? 
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「イエス・キリスト」の苗字のように見えますが違いますよね。 

元気印の三女がすかさず答えます「油注がれた者」。うんうん。 

では、「油注がれた者」ってなあに。そして、「油」ってなあに。 

優等生の末娘が「パウロは 90 回 キリスト を使っている」と検索してきました。 

そして、何事も几帳面な次女は、ヘブル語「油注がれた者」 ַמָשִׁיחを分解して、慣れない Word に

聖書箇所を添付し二回に分けて、22 ページにおよぶ記事を送信してきました。 

一部抜粋します。 

キリスト  メシア  油注がれた者 ַמָשִׁיח 

●次女（匿名希望）の ַמָשִׁיחミドラーシュ記事一部抜粋 

マーシーアッハ 

マーシーアッハ 

マーシーアッハ 
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  マシーアッハ  מָשִׁיהַ 

 を構成しているアーレフベートמָשִׁיהַ 

 

メーム 水、真理、永遠、 

水＝神様のことば。ことば＝イエシュアのこと。 

イエスは言われた。「わたしは道であり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父のもとに行くことが

できない。あなたがたがわたしを知っているなら、わたしの父をも知ることになる。今から、あなたがたは父を知る。

いや、既に父を見ている。」『聖書 新共同訳』 ヨハネ 14：6～7 

 

シーン 歯、噛む、食事（交わり）身体（人の形） 

「シーン」は三つの「ו」で構成されていると言われる。三つの「ו」は「地」を現しているとも言

われる。 וָבהֹוּ  תהֹוּ  の状態の「地」が思い起こされ、生まれつきの人間の霊が死んだ状態であり、 

それを回復させる特別な務めとして「油注がれたの者」としての役割が与えられている様に思う。  

または「シーン」は焼き尽くす火であって罪や汚れを完全に取り除くと言われている。 

「わたしたちの神は、実に、焼きつくす火である。」ヘブル 12:29 

 מ

 שׁ
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は天と地を結ぶ釘、鉤の務めをしておられ、すべてを決定する権を父なる神様から与えられてい「ו」

る、初臨、再臨と天から下るイエシュアを連想させ、新しいエルサレムを吊り下ろす 

その「ו」が３つで「シーン」を構成しているとすれば、三一の神様を思わせる。 

 

「ヨッド」は神様の御力、御手、御わざ、謙遜である。神様の御計画を完全に実行されるイエシュア

そのものを表している。 

   

 次女は、Hebrew の発音表記問題のテキスト（7）までの習得なのですが、22 ページに渡り、 

よくもまあ、調べたものだと(@￣□￣@;)!!びっくりしてしまいました。 

麗しい娘たちが練り上げたごちそうです。 

おかあちゃんは、ほんの少し、最後のひとしおで整えて、 

娘たちの日頃の貢献を称える、ヘブルミドラーシュの発表にしたいと思います。 

まず、「牧師の書斎」の情報を確認します。 

                        

かぎ くぎ 

 י
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Χρίω「油を注ぐ」の形容詞クリストス（油注がれた）を名詞化したもので「 ַמָשִׁיח油注がれた者」

の直訳です。メシアと音訳されます。旧約聖書で油注がれた者とは、王や預言者、祭司などを指しまし

た。新約聖書においては、イェシュアは自分がキリスト（メシア）と呼ばれることを極力避けました。

それは、イェシュアがこの世の人々が期待している地上の王としてのキリストではないことを示唆する

ためです。キリストは苦しみを受けた後に、栄光を受けられることを、弟子さえも理解していません。 

復活後、ペンテコステ以降、弟子たちはイェシュアがキリストであることを悟って宣言し、イェシュア

に「キリスト」の称号をつけて伝道しました。さらに初代教会は、「キリスト」に、「主 κυρίος:

 。神の称号（神性と主権）をつけて「主イエス・キリスト」と呼びました＝「יהוה

初代教会の時代、ローマ皇帝は自分こそ神、「主」と公言していたので、「イエスは主です。」の告白は、

自分の首が飛ぶような殉教を覚悟しています。だから、使徒パウロは「聖霊によるのでなければ、だれ 

クリストス 

新約聖書 529 回（パウロ書簡 383 回） 
クリオー マーシーアッハ 

キュリオス 

イェシュア 

も『イエスは主です。』と告白することはできません。」（Ⅰコリント 12:３）と言ったのです。 

「牧師の書斎」より

Χριστος:キリスト 
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（👉この記事に出会った時は、それまでの自分の曲解に、思わず赤面しました。 

平和な日本で『イエスは主です』は他愛のないことです。たましいの理解に、ほとほと呆れました。） 

  

整理してみましょう。 まずは、「 ַמָשִׁיח油注がれた者」の初出箇所です。 

油注がれた者（旧約מָשִׁיחַ 」 38 回）」初出箇所 レビ記 4 章 3 節 

「油注がれた祭司が罪に陥って、民が責めを覚える場合には、その祭司は自分が陥った罪のために、 

傷のない若い雄牛を罪のきよめのささげ物として【主】に献げる。」 

👉「油注がれた祭司」の不始末から始まっています。 

 

Ⅰサムエル記 2 章 35 節「わたしは、わたしの心と思いの中で事を行う忠実な祭司を、わたしのために

起こし、彼のために確かな家を建てよう。彼は、わたしに油注がれた者の前をいつまでも歩む。」 

マーシーアッハ 

マーシーアッハ 
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👉大祭司エリの家に神の厳しい裁きを認識させられる箇所です。 

この「油注がれた者」はダビデとサウルを指しています。 

それよりも、「わたしの心と思いの中で事を行う忠実な祭司」としてサムエルが映し出されていますが、

大祭司イェシュアの予表に見えてきます。 

神の民ユダヤ人にとって、メシア「油注がれた者 ַמָשִׁיח」は、  タナフ（旧約聖書）からתַּנַ

約束されたイスラエルの統治者であり、「キリスト」は神様と同義です。 

パウロは、自分たちが十字架にかけたイェシュアこそ、旧約聖書に記されるアブラハム契約を成就する

無くてはならない存在メシアの来臨預言の成就なのだ!! 

何にも変えて自分たちの待ち望んでいる ַמָשִׁיחメシアが、十字架で死なれたイェシュアだったのだ

ぁ!と聖書から論証しました。   これは、非難轟轟の嵐だったでしょう。 

マーシーアッハ タナフ 

マーシーアッハ 
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使徒 2 章でペテロが声を張り上げた糾弾のメッセージは凄まじい迫力の臨場感で満ちています。  

ユダヤ人は燃え上がるようなメシア待望をしているのです。 

さて、ここでパラドックスに陥ります。 

キリスト（メシア）を短絡的に「油注がれた者」と説明してしまいますと、聖書の中には、王や祭司など、

油注がれた者が何人も登場しますので、炊き立てのご飯にオリーブオイルをかけて食べさせられた気分で

す。あっそうかぁ だから  ַיֵשׁוּעַ   הַמָּשִׁיחイエス・キリストは、「冠詞付の油注がれた者」

かぁ。 いえいえ、これも、こじつけきわまりないようです。 

「キリストってなあに」 

おかあちゃんの何気ない問いかけは、自分で自分の首を絞めることになってしまいました。  

実は、このおかあちゃんこそ、「キリストは油注がれた者」と片付けていたからです。 

ハッマーシーアッハ    イェシュア 



14 

 

往復ビンタで目を覚まし、初心に帰って、 ַשֵׁם  יֵשׁוּעを呼び求めながら、 

まずは、「油注がれた者 ַמָשִׁיח」の語源「油を注ぐמָשַׁח」の 

初出箇所を確認するところから始めたいと思います。 

さあ、いったいどんな仕掛けと出くわすのか、ジーザスミステリーツアーの始まりです。 

                       

  

 

 

 יֵשׁוּעַ  הַמָּשִׁיחַ   
  「キリスト   イエス」 

 

ハッマーシーアッハ 

冠詞付? 

ハッマーシーアッハ 

 מָשַׁח語源 ��מָשִׁיחַ 

マーシャハ 

油を塗る 油を注ぐ 

マーシーアッハ 

イェシュア 

イェシュア   シェーム 

    「冠詞付の油注がれた者」הַמָּשִׁיחַ 

マーシャハ マーシーアッハ 
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初出箇所:創世記מָשַׁח 31 章 13 節 

「 わたしは、あのベテルの神だ。あなたはそこで、 

石の柱に油注ぎמָשַׁחをし、わたしに誓願を立てた。 」 

 

 「油を塗る・油を注ぐ」 מָשַׁח 語源「油注がれた者」מָשִׁיהַ 

マーシャハ マーシーアッハ 

マーシャハ 

「天使の梯子」の幻が土台になっています。 
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「 天使の梯子 」 

見よ、一つのはしごが地に立てられ

ていた。その上の端は天に届き、見

よ、神の使いたちが、そのはしごを

上り下り（携挙と再臨）していた。

そして、見よ、【主】がその上に立

って、こう言われた。「わたしは、

あなたの父アブラハムの神、イサク

の神、【主】である。わたしは、あ

なたが横たわっているこの地を、あ

なたとあなたの子孫に与える。あな

たの子孫はちりのように多くなり、 

あなたは、西へ、東へ、北へ、南へ

と広がり、地のすべての部族はあな

たによって、またあなたの子孫によ

って祝福される。見よ。わたしはあ

なたとともにいて、あなたがどこへ

行っても、あなたを守り、あなたを 

この地に連れ帰る。わたしは、 

あなたに約束したことを成し遂げる

まで、決してあなたを捨てない。」 

（創世記 28 章 12-15 節） （神の国の約束） 

（イスラエル・ファースト） 

（キリスト） 

（キリスト） 

（キリスト） 
（キリスト） 

（キリスト） 

（イスラエルの神の宣言） 

 見よ＝メシア王国הִנֵּה

（すべての国民はイスラエルによって救われる） 
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翌朝早く、ヤコブは自分が 

枕した石を取り、それを立てて 

石の柱とし、柱の頭に 

     油を注いだ。 

 

そしてその場所を 

。ベテルと呼んだבֵּית־אֵל 

その町の名はもともと 

はלוּזルズであった。 

（創 28:18-19） 

ヤコブは眠りから覚めて、 

言った。「まことに【主】は

この場所におられる。それな

のに、私はそれを知らなかっ 

た。」彼は恐れて言った。 

「この場所は、なんと恐れ多 

いところだろう。ここは神の

家にほかならない。ここは天

の門だ。」 

（創 28:16-17） 

ןמֶ שֶׁ   （初出） （初出） יָצַק 
ヤーツァク 

（キリスト） 

（Qal:そらす👉ヤコブ） 

エール   ベート 

シェメン 
（神のみわざ） 

「油」を「注ぐ」 

イェシュアがメシアであることに気づく 



18 

 

ヤコブの夢は、キリストの啓示です。キリストは人の子として、天と地を結び付けて一つにします。 

「いのちを与える御霊」となられたキリストは、私たちの霊に入り、神が住まうところとなりました。 

（エペソ 2:22）。 

アブラハムは、義認の神であり、イサクは恵みの神であり、ヤコブは神聖な取り扱いを通してイスラエ

ルの造り変えの神です。 それは、ルズ（曲がった者）からベテル（神の家）と町の名が変わり、創世

記 32 章 28 節ではヤコブ（押しのける者）からイスラエル（神が支配したもう）に変わることで見えて

きます。 

18 節が、「油שֶׁמֶן」と「注いだיָצַק」の初出箇所です。 

さて、無知なおかあちゃんは、いくらバージンオイルでも、油を注ぐ行為にどうも 

ベタベタするイメージを持ってしまいます。  「油を注ぐ」とはどのような意味があるのでしょう。  

ヤーツァク シェメン 
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オリーブ油は聖書によく登場します。 

「任職の油」 ある人物を重要な職務に任命することです。旧約においては祭司、王、預言者の 

三者がその該当者でした。アロンは祭司として油注ぎを受けました。（出エジプト）。 

エリヤは、神によってエリシャを後継者にするべく油を注ぐように任命されました。（Ⅰ列 19:16） 

「注ぎの油」の行為は、聖霊の付与を象徴しています。 

 

「聖別の油」 注ぎの油は人に対してだけでなく、「会見の幕屋と、あかしの箱とに注ぎ、机と、 

そのもろもろの器、燭台と、そのもろもろの器、旋盤と、その台とに油を注ぎ、 

これらをきよめて最も聖なる物としなければならない。」（出 30:26-29） 

「きよくなる」というのは、倫理面で完全な者になる以前に、俗なる物から聖別されることを意味して

います。 「きよくなる」ことは、人間の力ではなく聖霊の関与によって実現します。 

神様が思いを寄せる「油注ぎ」とは何なのか。 
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「癒しの油」 「傷にオリーブ油とぶどう酒を注いで包帯をし、自分の家畜に乗せて宿屋に連れて

行って介抱した。」（ルカ 10:34） 

「注ぎの油」は聖霊の象徴として主の御用に尊く用いられました。 

 

「あなたはアロンとその子らに油注ぎを行い、彼らを聖別して、祭司としてわたしに仕えさせなければ

ならない。」（出 30:30）👉「 聖なる注ぎの油 」 

 

 

 

 

 

「聖なる注ぎの油」 

קֹדֶשׁ מִשְׁחַת שֶׁמֶן  コーデシュ  ミシュハット   シェメン 

（出 30:25） 

「油」は聖霊の象徴 

油注ぎは 

「聖霊の満たし」の表象 

油注ぎによって「ׁקָדַש聖別する」 

「聖別する」とは 

神様以外には使いません。 
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旧約時代、「聖なる注ぎ油」は特別な人、特別な器具に注がれましたが、終わりの日（メシア王国が来る直

前）「すべての人（イスラエル）に」(使徒 2:17・ヨエル 2:28-29)注がれます。 

 

「あなたがたは聖なる方からの注ぎの油があるので、みな真理を知っています。（Ⅰヨハネ 2:20）」 

「あなたがたのうちには、御子から受けた注ぎの油がとどまっているので、だれかに教えてもらう必要

はありません。（Ⅰヨハネ 2:27）」 

 

それで、「油注がれた者 יחַ מָשִׁ  」と「冠詞付の油注がれた者 ַחַמָּשִׁיח」は何が違うの? 

 

マーシーアッハ ハッマーシーアッハ 
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「 最後のアダムはいのちを与える御霊となりました。 」 

（Ⅰコリント 15:45）。 

キリスト冠詞付の ַחַמָּשִׁיח「最も卓越した油注がれた者」 

御父より聖霊の油注ぎを受けながら、イェシュア自らも聖なる注ぎの油となり「いのちを与える御霊」 

 

 

 

になられたと解釈してみました。 イェシュアが神 100％、人 100％であるように、 

私たちを罪から救うために、聖霊の油注ぎを充分に受け取られ、また聖霊の油を豊かに注がれる方とし 

て、冠詞付 ַחַמָּשִׁיחキリストがあるように思います。 急に、次女のことばが思い出されました。 

 יֵשׁוּעַ   הַמָּשִׁיחַ  
ハッマーシーアッハ    イェシュア 

キリスト   イエス 

ハッマーシーアッハ 

ハッマーシーアッハ 
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וָבהֹוּ   תהֹוּ   の状態の「地」が思い起こされ、生まれつきの人間の霊が死んだ状態であり、 

それを回復させる特別な務めとして「油注がれた者」としての役割が与えられている様に思う。  

または「シーン」は焼き尽くす火であって罪や汚れを完全に取り除くと言われている。 

 

次女のことばは、おかあちゃんの目を開かせました。 

 

ピリピ人への手紙 2 章 6－9 節 

 

キリストは、神の御姿であるのに、神としてのあり方を捨てられないとは考えず、 

 ご自分を空しくして、しもべの姿をとり、人間と同じようになられました。 

人として姿をもって現われ、自らを低くして、死にまで、それも十字架の死にまで従われました。 

 それゆえ神は、この方を高く上げて、すべての名にまさる名を与えられました。 
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「冠詞付の ַחַמָּשִׁיחキリスト」は、謙遜の極みの中で、十字架の死にまで従い私たちを救われました。        

 

                                     
 

ヤコブが石の柱の上に油を注いだ行為は、イェシュアが聖別され任命され、 

すべての名にまさる御名を確立された表象であり、メシア王国の統治者が映し出されるようです。 

 

「 キリストってなあに 」   

幼子のような問いかけが思いもかけず、奥行の深いものになりました。 

ハッマーシーアッハ 

それゆえ、すべての名にまさる名を与えられたということは、キリストの中に「死と復活」が包括され

ているということです。ヤコブが油を注いだ石の柱は、 

イェシュアとなって現れ、十字架の死からよみがえり復活し、昇天し 

「いのちを与える御霊」となられました。  
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皆さんは、どうお感じになられましたか。 

キリストは、聖霊なる油注ぎを受けられた方であり、また、「いのちを与える御霊」として、 

私たちを聖別されるために、聖霊の油注ぎをされる方でもあります。 

そして、 ַיֵשׁוּעの名前に秘められた、神様の救いのご計画の全貌を成し遂げるためには 

 キリストの中に隠され続けたהַמָּשִׁיחַ 

「死と復活」に予表される出来事が必然であったと思い知らされる結論に至りました。 
 

ミステリーツアーの到着点は、やはり、  ַיֵשׁוּעַ   הַמָּשִׁיח 
温かくて、柔らかく、美しくて、芳しい御名。力強くて、すべてを委ねられる平安と安心の御腕。 

イェシュア 

ハッマーシーアッハ 
（救い） 

（最も卓越した油注がれた者） 

ハッマーシーアッハ     イェシュア 
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 יֵשׁוּעַ   הַמָּשִׁיחַ 
神様のご計画、みこころ、御旨、目的すべてが包括され、その成就のために、 

一連の贖いの出来事が潜む御名。 

 

最大に切なく、最高に麗しいお名前であったかと今更ながら、驚いている次第です。 

 

すべては キリストに始まり、キリストによってなり、キリストに至ります。 

 

Christ is everything キリストがすべてです。 

 

 

ハッマーシーアッハ       イェシュア 
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ミドゥラーシュ発表を終えて 

今回の記事は、直前で大幅に切り替えました。 

その力を与えてくださったのは、三一の神様と、日々支えてくださる、優しく、 

お茶目なハースート・ベノートです。   娘たちのおかげで仕上がりました。 

世の中を斜めに見ながら人が怖くて仕方のない者でしたが、アシュレークラスを通して、 

楽しく、可愛い、麗しい娘たちと出会い、共にするいのちの朝ごはんは、何にも代えがたい宝物です。  

生きていて良かったぁとしみじみ思います。 神様からお預かりしている大切な大切な娘たち。 

毎朝、おかあちゃんに幸せを運んで来てくれる天使のようなハースート・ベノートへ 

心より 心より 感謝申し上げます。 ほんとうに ありがとう。_(_^_)_ 

アシュレークラス月曜 逆瀬川より子  

「第１回セレブレイト・マッツォート:2023．4．15」 


